
 

 

 

令和７年１１月２８日  第８号 

さいたま市立指扇小学校 

〒331-0078 

さいたま市西区西大宮 1丁目４９－６ 

電話 048-623-0133 FAX 048-624-2200 

https://sashiogi-e.saitama-city.ed.jp 

 

「水辺」の記憶 

校長 小松 伸弘  
 

朝夕の風が冷たく、あいさつを返してくれる子どもたちの吐く息も

白くなってきました。 

先日は運動会を御参観いただき、ありがとうございました。子ども

たちの力を再発見するとともに、学校が、PTA を始めとする保護者や

地域の皆様に支えられていることを、実感する運動会となりました。 

またひとつ、素敵な思い出ができました。 
 

思い出といえば、小学生のころ、教員だった母に連れられて地域の

庚申塔（こうしんとう）めぐりをしたことがあります。御存知のとお

り庚申塔は、地域の民間伝承に基づく石碑で、土地の守り神でもあり、道標の役割も果たしてい

ました。おそらく母は、私に地域の歴史の重みを感じさせたかったのでしょう。しかしながら、

当時の私にはその価値が分からず、退屈に感じたのを覚えています。 

数十年後、私自身が教員になり、赴任先の学校で地域調べをしたときに、道端にぽつんと立つ

小さな庚申塔に目が留まりました。何百年も前の人々の祈りを背負った石碑が、今日まで壊され

ずにひっそりと守られているという事実。胸の奥に静かな感動が広がりました。子どもの頃には

気づけなかった尊さを、大人になってようやく実感した瞬間でした。 
 

英語に、 「馬

を水辺に連れていけても、水を飲ませることはできない」ということわざがあります。どんなに

良い機会を用意しても、本人が「やってみよう」と思うかどうかは本人次第です。私たち大人が

子どもによい機会を与えようと焦るほど、子どもが動かないということがあります。大切なのは、

その子が「自分から飲みたくなる瞬間」を信じて待つことだ、という意味です。 

一方で、このことわざは、こうも言い換えることができます。「馬に水を飲ませることはでき

ないが、水辺に連れていくことはできる」――貴重な体験は、そのときにすぐわからなくても、

実践する価値がある。今は何でもない「水辺」でも、いつか心が乾いたとき、思いがけず手を伸

ばして水をすくう日が来るかもしれません。静かな記憶の数々が、人生の深いところを支える礎

になると思うのです。 
 

冬休みが近づいています。クリスマスをはじめ多くのイベントがあり、年末年始は出会う人も

いつもより多くなるかもしれません。ただ、毎日楽しいアミューズメントパークに連れて行かな

くても、地域の小道を歩くといったささやかな時間の中にも、心の片隅に残る「水辺」の記憶が

そっと生まれていくのではないかと思います。 

子どもたちが、あたたかな冬休みを過ごすことができますよう、御協力お願いします。 

 

教育目標 やり抜く子の育成 

かしこく やさしく たくましく あたたかく 

指扇学区にある庚申塔 


